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雨水管（上部シールド）  

仕上がり内径¢1500  

延長470．20m  

立 坑1カ所（到達・発進）  

シールド機：中折れ式ブラインド型（外径¢2260）  

」欠覆工：スチールセグメント（外径¢2150）   

3．土質の概要  

路線に沿った土質分布は，地表面下1m付近から層厚  

2～3mでⅣ値が5程度の砂層が分布しているが，シ  

ールドの通過i果度では非常に軟弱な相性上が厚く堆積し  

ている．シールド通過位置の土質試験結果をTablelに  

示す．  

軟弱地盤における上下二段シール  
ドエ法について  
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1．はじめに  

東京都足立区の軟弱シルト層において，中折れ式ブラ  

インドシールド機による上下2段のシールド工の施工を  

行った．路線は約330mにわたって，上水道用ダクタイル  

管（¢1000）が予定シールドの直上を縦走しており，さ  

らに1箇所で上水道管（¢2000）を横断する計画であっ  

た．ここでは，この工事の概要と地盤の変位について報  

告する．   

2．エ事概要   

工事名：足立区栗原二丁目島根三丁目付近枝線その2  

工事  

企業先：東京都下水道局  

工  期：昭和61年7月～昭和62年3月  

工事内容：汚水管（下部シールド）  

仕上がり内径¢1500  

延長335．60m  

4．施工の概要  

施工は，まず発進立坑から上部雨水用シールドを施工  

し，到達・発進立坑で100○回転し，下方の汚水管路の施工  

に移り，既設入札に到達して完了した（Fig．り．   

シールドの掘進に当たっては，先行隆起や後続沈下を  

少なくするように，ジャッキ推力と開口比をコントロー  

ルした．施工時のこれらの状況をFig．2に示した．裏込  

注入は即時注入として，Table2に示す配合の2液型の  

急結モルタルを用いた．   

なお，掘削土量の管理は土砂圧送ポンプのピストンの  

回転数に基づく土量換算で行ったが，換算土量は約99％  

であった．   

また，¢2000上水道管との交差部は，路線に沿って，周  

、画■  

Fig．1シールド位置図   

辺地山に薬液注入（二重管瞬結工法）による門型の地盤  

改良をおこなった．  
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施工に伴う地盤の挙動は，地表面に計測点を路線に沿  

って20mおきに設置して測定を行った．測定結果の一例  

をFig．3に示す．   

最終的に上下シールドの通過により生じた全地表面沈  

下量は，予測値よりも大きいものであった．一般に並列  

シールドでは，後続シールドの沈下に及ぼす影響が大き  

いといわれているが，今回の上下の隣接シールドでは，  

地表面には先行上部シールドの施工による沈下が大きく  

現れる傾向にあった．   

また，上水道用のダクタイル管には，沈下計租牌を取  

り付け，その挙動を監視した．この管の沈下は当初予測  

で22mm～27nmとしたが，実測結果はOmm～19mmと予測よ  

りも小さくなった．これにはダクタイル管自体の剛性が  

関係しているのではないかと思われる．  

Tab】el 土質試験結果  
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5．地表面沈下  

シールドの掘進に伴う地表面の沈下とシールド直上を  

並走している上水道ダクタイル管およぴシールドと交差  

する上水道管の沈下を，事前に推定した．すなわち，地  

山口ス率（〟）を付近での前工事の結果から2．8％（地盤  

改良部1．9％）とし，シールド中心から沈下トラフの変曲  

点までの距離（i）をPeckの図および0，Reilly－Newの  

式で求め，次式によって各点の沈下量を算出した．  

札＝（杭／2万富）exp（－γ2／2才2）   

ここに，侃：地表面沈下量，坑＝〃花β2／4：地山ロ  

ス，β：シールド機外径，γ：シールド中心から沈下を計  

算しようとする点までの距離である．  
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7為ble2 裏込注入材の配合  

（1．1mJ当り）  

A  液  B  液   

普通ボルトランド  
セメント   ミノソイル  起泡剤  水  珪酸ソーダ  水   

263kg   263kg  1．2kg  604月  50ゼ  50且  

Fig．3 地表面沈下測定結果（No．9）   

6．おわりに  

この工事を施工するにあたり，企業先はじめ社内の多  

くの方々のご協力をいただいたことに感謝いたします．   

この結果では，シールド直上部での地表面沈下量は16  

mmとなった．   
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